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１　はじめに
当所で行っている県内企業への IoT 導入支援とし

て、めっき工場の事例を紹介する。 丸長鍍金株式会社

では、複数のめっき槽を持ち、処理中の約三日間は人

による作業は不要になっている。 しかしながら、品質管

理のため、めっき槽の状態 （液温、水位） を定期的に

確認する必要があり、 休日を通して運転する時には作

業者は確認のためだけに休日出勤する必要がある。そ

こで、 めっき槽の常時監視システムと省電力広域ネット

ワーク （LPWA:Low Power Wide Area） を利用した異常

通知システムを構築した。 実際に処理中の管理工数を

削減した事例について報告する。

２　方法
各めっき槽に水位と液温を確認するセンサを取り付

け、 Wi-Fi モジュールの Wio Node を経由しサーバー

機能を担うシングルボードコンピュータの Raspberry Pi

にデータを集約した（図１）。 サーバーは各槽毎の水位

と液温をリアルタイムでグラフ化するサービスを提供し

ており、 サーバーにアクセスした端末からも遠隔でモニ

タリングできる。 また、 工場内にインターネット環境がな

かったことから、 低消費電力で長距離の通信が可能な

LPWA モジュールの Sigfox を用いてシステムを構築し

た （図２）。 これにより、異常時に社外にいる場合でも、

社員が槽番号・異常内容を示した異常通知メールを受

信できるようになった。
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３　結果および考察
本システムによりめっき槽の水位や液温の時系列

データの遠隔監視が可能となった。 図３は正常時の

データを示しており、 ５番槽では水位が３cm、 液温が

２℃程度の範囲で昇降を繰り返している。 一方、 給水

装置や温度調節装置等の異常時に各槽ごとに設定し

てある範囲外の水位や液温が計測された場合には、作

業者の携帯端末に異常通知メール （図４） が届くように

なった。 これにより作業者は定期的な巡回の必要がな

くなった。 この技術は、さらに拡張することによって品質

管理のためにめっき槽に印加している電流電圧のデー

タを収集することや、閾値による異常判定ではなく機械

学習を利用し収集したデータからより正確に異常判定

することなどに応用することができる。

４　まとめ
インターネット環境がない場合でもデータを LPWA

通信やローカルネットワークの Wi-Fi を用いることで安

価にデータの見える化やメール通知を出すシステムを

構築した。

一方、 今回使用した Sigfox には送れるデータサイズ

が 12byte までという制限がある。 今回は監視対象が少

なかったため byte 単位でメッセージを作成したが、 今

後監視対象が増えるような場合には送信するメッセー

ジを bit 単位で検討し情報量を詰め込めるようにする対

策を講じる必要がある。
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図４　異常通知メール内容

図３　測定した時系列データ
（左 ： 超音波距離センサで測定した水位、 右 ： 水温セ

ンサで測定した液温）

 （実線 ： ５番槽、 破線 ： ６番槽）
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図３ 測定した時系列データ（左：超音波距離センサで測定した水位、右：水温セン

サで測定した液温） 
     （実線：5 番槽、破線：6 番槽） 
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図４ 異常通知メール内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




